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亡
し
曲
る
等
の
傍
訓
は
脚
か
爲
障
り
な
擁
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文
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取
書
は
嘗
て
慶
機
義
塾
大
力
の
政
漕
學
の
敏
授
織
り
し
マ
ソ
ク
？
ラ
：
レ

ン
氏
の
著
ほ
ず
、
｝
・
う
に
し
て
、
慶
癒
．
二
年
よ
り
明
帯
凶
十
連
年
に
至
る
間

を
生
こ
し
、
我
圃
政
治
の
製
遮
を
逃
べ
、
政
外
の
事
撞
ご
政
懲
の
総
長
を
明
ら

か
に
ぜ
ん
、
こ
試
み
れ
る
も
の
な
り
。
蓋
・
し
著
者
に
日
本
が
H
露
戦
後
の
三
韓

の
経
管
，
歌
洲
大
載
臨
に
際
・
し
協
瞬
捌
加
盟
ご
青
島
の
攻
略
、
溢
ぴ
に
其
後

引
績
き
行
は
れ
・
し
不
可
思
議
な
み
劉
支
交
渉
等
に
於
て
欧
米
外
交
界
の
疑
惑

を
買
ふ
こ
ε
多
き
を
見
、
此
露
に
本
書
を
著
ほ
・
し
て
我
國
内
の
事
情
、
殊
に
元

老
、
軍
人
政
治
家
の
駿
魁
及
び
其
外
交
力
針
、
並
び
に
國
民
的
野
必
の
賠
來
を

叙
し
以
て
H
本
の
政
治
ご
政
策
ぐ
」
の
意
味
を
　
止
し
く
塀
漸
糊
す
る
の
料
に
資
妊

を
こ
れ
る
も
の
敵
し
て
、
近
時
日
本
が
其
四
治
外
交
共
に
鬼
窟
見
の
行
動

多
き
を
加
ふ
を
憂
び
て
、
日
本
國
民
に
忠
告
す
る
こ
こ
ろ
あ
ら
ん
ミ
す
ろ
こ

同
時
に
、
其
救
治
策
は
ロ
バ
懸
っ
て
偏
挾
な
る
愛
子
心
を
抑
制
す
う
に
あ
り
ぐ
」

す
る
著
着
の
三
論
を
吐
露
る
れ
る
芒
こ
ろ
本
嘗
記
遽
の
主
眼
れ
る
如
・
し
。

奮
第
編
熱
演
讐
こ
、
第
二
編
轟
飢
顕
露
讐
す
・
茎

編
に
於
て
に
、
其
初
め
に
明
治
町
頭
の
由
來
を
叙
し
，
王
政
復
古
り
大
業
は
二

第
ご
総
　
紹
介
　
躍

：tt

H

個
の
異
れ
る
患
想
に
よ
り
て
導
か
れ
來
り
し
も
の
じ
し
て
、
一
は
保
守
派
の

醜
古
忠
想
．
一
は
渦
激
派
の
維
新
思
想
な
り
・
し
が
、
時
局
の
獲
展
に
つ
れ
て

保
守
瀬
の
患
想
ぼ
敗
れ
、
三
干
萬
の
踏
篭
を
有
す
る
十
九
世
紀
巾
葉
の
赴
魯

ミ
政
治
ご
を
、
第
七
世
量
り
小
都
族
的
政
治
に
滑
元
解
し
む
ろ
の
不
可
能
な

ち
こ
ご
脚
知
ぜ
ら
ろ
・
に
至
り
、
渦
激
滋
の
改
革
綴
想
は
國
艮
を
支
配
し
爲

め
に
舞
激
な
る
墾
化
を
生
ぜ
り
、
・
」
・
し
、
又
維
新
以
前
の
武
家
政
治
の
性
箕
を

了
解
す
る
阻
め
に
特
に
親
切
な
る
歴
史
呵
叙
蓮
を
な
し
、
天
皇
、
・
」
征
夷
將
、
軍

ミ
の
…
闘
係
の
起
原
を
葬
れ
、
大
化
改
黙
時
代
の
瀧
曾
刷
掃
態
赫
を
論
・
し
、
鎌
倉

室
町
、
江
戸
撒
府
の
倭
朝
延
齢
係
を
詳
匙
・
し
、
欧
入
渡
來
後
の
噂
代
の
記
事
に

は
黙
八
の
天
皇
簸
軍
に
離
す
る
競
察
亡
霊
引
用
し
て
此
の
皆
殊
な
ろ
甥
幕
の

闘
係
の
了
解
を
容
易
な
ら
し
む
ろ
こ
ε
に
努
め
，
而
し
て
討
幕
に
於
け
ろ
薩

長
藩
の
功
勢
よ
り
元
老
並
に
軍
入
政
治
家
の
獲
盈
事
情
を
明
ら
か
に
苞
り
。

　
第
ご
編
議
會
摂
氏
時
代
は
明
治
二
十
三
年
の
講
會
開
設
よ
り
大
鋸
二
年
に

至
る
ま
で
の
内
閣
．
議
會
、
政
撚
の
事
情
を
誕
ぜ
う
も
の
な
り
。
其
中
に
は
巳

に
明
治
十
八
年
の
天
津
條
約
が
國
民
よ
り
外
交
鞍
の
石
心
を
受
け
，
醐
民
的

野
心
を
繭
尼
サ
し
め
ざ
り
し
こ
．
・
」
よ
り
日
清
戦
馬
の
山
号
、
軍
國
‡
．
義
，
軍

閥
政
治
り
勃
興
、
日
露
職
争
に
於
け
る
製
本
の
武
石
を
説
き
、
遅
引
亜
細
亜

大
陸
に
於
け
る
日
本
の
経
螢
を
乏
し
、
日
本
の
野
心
ρ
？
「
増
大
熾
烈
．
こ
な
れ

る
重
過
を
明
ら
か
に
し
、
明
治
末
卑
及
麟
本
の
政
治
組
織
の
章
に
於
て
元
老

ミ
軍
閥
£
の
嗣
係
及
之
れ
ご
民
主
的
思
潮
こ
の
清
長
ご
を
訊
き
、
歯
入
殻
治

第
二
號

一
山
ハ
一
　
（
三
四
七
V



第
二
巻
　
　
紹
介
　
　
圏

誰な
t’」

の
強
味
は
B
本
の
傳
來
的
愛
國
心
に
あ
り
て
疑
義
の
弱
味
は
、
資
力
鋏
乏
ご

其
結
果
よ
り
す
る
定
見
の
墨
斑
ミ
に
あ
．
リ
ミ
ず
。

　
著
巻
は
鷹
本
の
園
民
圭
義
の
趨
原
及
獲
藩
に
明
治
以
薗
の
封
建
的
講
憩
の

内
に
あ
り
。
維
新
，
嚢
灘
征
討
．
遼
東
経
略
、
韓
國
併
合
及
南
江
経
醤
ほ
皆
、
重

量
主
義
の
賜
な
り
Q
而
し
て
其
高
麗
に
於
け
る
内
治
の
比
較
的
進
歩
ぜ
ざ
る

は
國
民
に
ε
り
て
は
無
閾
剛
心
の
事
に
弄
す
。
赦
～
府
．
政
平
家
、
及
び
國
民
の

間
に
於
て
日
本
が
金
世
界
の
覇
王
☆
ら
す
ミ
す
る
も
爾
亜
細
亜
の
盟
主
六
り

支
配
着
れ
り
得
べ
し
“
」
す
る
信
念
幽
↑
2
す
表
に
れ
量
り
て
二
二
憲
義
は
種
々

の
政
滑
的
組
織
を
降
伏
醒
し
め
立
恵
的
三
主
的
政
府
の
要
求
を
常
に
抑
歴
し

つ
・
あ
り
ご
ぜ
り
。

　
要
す
う
に
著
者
口
我
圃
に
在
住
・
し
且
つ
三
門
政
治
學
を
以
て
我
國
大
命
の

講
壇
に
立
ち
又
亜
細
硫
協
曾
々
誌
の
寄
稿
者
敦
り
・
し
ミ
に
よ
っ
て
、
獣
栄
人

の
間
に
話
合
引
く
譲
ま
ろ
べ
斗
・
も
の
蘇
る
べ
く
b
女
鳶
職
入
F
“
」
瞬
ソ
て
も
外

釜
の
H
本
の
政
治
凝
則
し
て
特
に
日
本
政
界
の
病
弊
を
痛
曝
す
ろ
こ
こ
ろ
は

…
他
山
の
石
ビ
・
し
で
、
師
兄
ら
ろ
。
へ
・
し
。
田
川
a
轟
小
國
民
の
大
黒
及
海
洋
洲
に
劉
す
ろ

領
土
的
野
心
を
過
大
に
見
．
往
々
強
辮
に
照
ろ
も
の
あ
る
は
外
人
の
露
本
観

の
涌
…
雛
選
る
を
免
れ
■
ざ
る
も
、
亦
無
芸
の
一
訓
讃
蘇
れ
ろ
べ
・
し
、
〔
・
平
田
〕

　
　
　
　
　
め
　
ゆ
　
へ
　
も
　
ヤ
　
　
ち
　
ぬ
　
も
う
　
　
　
　
も
　
も

　
　
　
　
働
満
象
輕
泄
調
査
復
命
書
第
六
　
　
鴎
棄
都
督
府
刑

満
蒙
翻
調
査
報
止
口
の
第
六
編
四
r
∵
し
て
都
督
山
師
霜
解
古
説
好
闘
が
鱒
海
龍
府
下
加
即

．
ち
。
西
豊
．
　
四
安
、
東
豊
、
海
龍
．
輝
南
…
及
び
柳
河
の
六
縣
の
調
査
に
・
し
て
、
開
海

第
二
號

一
山
ハ
ニ
　
　
（
冨
．
四
八
）

直
道
懲
鍵
線
沿
線
及
び
其
の
自
画
地
力
に
窮
す
る
し
の
な
り
。
上
下
二
篇
…
に

分
ち
上
編
に
上
記
地
方
に
厩
る
事
項
を
。
下
篇
は
縣
別
調
査
を
載
ぜ
ぬ
り
。

　
　
　
　
　
も
　
　
ワ
　
　
あ
　
　
も

　
　
　
　
⑲
支
那
研
究
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
服
部
宇
之
吉
蓑

大
B
皇
漢
交
至
急
が
支
那
研
究
の
塾
考
書
ご
・
し
て
編
也
・
し
服
駅
博
士
の
支
那

に
關
す
る
論
交
の
集
錐
な
り
。
凡
て
二
十
一
蕊
篇
を
鞭
む
。
其
の
題
目
申
圭
な

う
も
の
に
、
支
那
人
の
政
治
思
想
、
支
那
の
政
治
、
こ
韓
非
子
、
支
那
國
拠
性

支
那
に
於
け
る
道
徳
の
危
機
、
日
本
丈
化
の
支
那
に
及
ぼ
憾
ろ
彫
響
．
支
那

に
於
け
る
帝
王
軸
聖
逆
義
、
李
糧
の
縄
濟
政
策
及
び
刑
法
制
定
に
就
き
て
等

に
し
て
、
多
く
ほ
巳
に
惇
工
が
世
に
公
に
煙
ら
れ
蹴
る
な
の
な
が
ら
更
に
其

面
翻
を
蕪
ぜ
う
も
の
め
り
。
附
讐
こ
て
支
那
風
俗
二
二
を
添
ふ
。
（
問
治

琳
版
就
獲
行
、
儂
二
、
二
〇
）

　
　
　
　
　
め
　
セ
　
ゆ
　
へ
　
し
　
ぬ

　
　
　
　
囎
孔
子
及
畳
子
敏
　
　
　
　
　
静
観
博
士
　
服
都
宇
之
士
門
著

良
書
亦
大
疑
本
漢
文
霊
鳥
の
興
∬
に
係
り
、
服
蔀
博
士
の
論
丈
中
孔
子
及
孔

子
教
に
怨
す
る
も
の
を
攻
め
、
穐
て
十
五
項
、
孔
子
の
三
訂
、
孔
子
の
人
格
、
孔

子
教
の
風
雲
、
孔
孟
の
敬
義
ご
所
謂
異
端
、
こ
の
別
を
論
ず
、
支
那
國
民
の
崇
認

孔
子
等
あ
纏
、
立
錐
ご
・
し
て
支
那
徳
教
の
將
來
、
支
那
患
想
ご
現
代
思
想
の

巨
編
を
添
ふ
パ
明
治
m
版
就
擬
行
、
儂
一
、
七
〇
）

　
　
　
　
　
も
　
も
　
ち
　
も

　
　
　
　
⑳
論
語
年
譜
　
二
冊
　
　
　
　
　
墨
型
博
士
　
林
黍
輔
編

本
書
は
論
語
の
刊
行
、
註
廻
書
の
製
作
、
雑
嚢
の
引
用
面
訴
荷
も
論
語
に
闘
…
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